
【佐久穂町統合小中学校整備事業 経過】 
 

平成 17年 3月   佐久穂町誕生（旧佐久町、旧八千穂村が町村合併） 

 

～小中学校あり方の検討～ 

平成 19年 2月   小中学校・保育所あり方検討委員会の設置① 

 

平成 20年 4月   小中学校・保育所あり方検討委員会が提言② 

 

平成 21年 12月   小中学校のあり方の町の方向性を提示③ 

 

平成 22年 1月   保護者懇談会・地区懇談会・土地所有者説明会 

 

平成 22年 3月   町の方向性承認（議会） 

 

～統合小中学校の整備～ 

平成 22年４月   統合小中学校用地取得準備 

 

平成 22年 9月   統合小中学校建設検討委員会の設置 

 

平成 23年 3月   統合小中学校用地取得 

 

平成 23年 3月   設計業者の決定 

 

平成 23年 11月   周辺工事（造成・水路付替）着手  

 

平成 23年 12月   八千穂小学校PTAが要望書を提出・受理④ 

 

平成 24年 4月   佐久東小学校と佐久中央小学校が統合⑤ 

          （佐久東小学校が閉校） 

 

平成 24年 6月   本体工事契約・着手 

 

平成 26年 4月   新校舎を佐久中学校が仮使用 

 

平成 27年 3月   佐久中央小学校、佐久西小学校、八千穂小学校、 

           佐久中学校、八千穂中学校が閉校 

 

～統合小中学校の開校～ 

平成 27年 4月   佐久穂小学校・佐久穂中学校が開校 

① 小中学校・保育所あり方検討委員会の概要 

●佐久東小学校、佐久中央小学校、佐久西小学校、八千穂小学校、佐久中学校、八千穂中学校 

小学校4校、中学校2校 → 今後？ 白紙からの検討 

（児童生徒の推移 H21：1,053人 ⇒ H30：752人） 

 ●委員 計 25名（地域代表8名、識見者3名、PTA・園保護者9名、民生児童委員2名、公募3名） 

●全体会・部会 計 23回 

 

② 小中学校・保育所あり方検討委員会の提言書 

 ～適正規模の人数でわが町に根付く特色ある教育を～ 

◇学校・クラスの適正規模  ◇わが町に根付く特色ある教育  ◇地域で育てる 

●統廃合⇒小学校1校、中学校1校に統合  ●学校建設⇒茂来館周辺に新設校舎 

③ 町の方向性 

 ～提言を受け、地区懇談会・保護者説明会・アンケート等を実施～ 

 ●佐久中学校と八千穂中学校を1校に統合する 

●佐久東小学校、佐久中央小学校、佐久西小学校を1校に統合する 

●八千穂小学校については、当面の間、既存施設を改修等により使用する。 

●新校舎を建設する  

●平成27年 4月 1日を開校の目標とする 

●場所は佐久中学校敷地を使用する 

④ 八千穂小学校PTA の要望書 

 ●八千穂小学校は、当面の間は存続 ⇒ 統合小中学校の開校時に他校と一緒に統合したい（承認） 

⑤ 佐久東小学校と佐久中央小学校の統合（佐久東小学校の閉校） 

 ●佐久東小学校の児童数が20人程度となり、入学者も見込めない ⇒ 佐久中央小学校と統合 

佐久中央小学校 佐久東小学校 

佐久西小学校 八千穂小学校 

佐久中学校 

八千穂中学校 

佐久穂小学校 佐久穂中学校 施設一体型小中一貫教育校 

 
H27年 4月開校 

H24年 4月統合 


